
０９７ 明治時代 自由民権運動の展開  

＜ 士族中心の民権 の段階＞ 

 

1873.10  明治六年の政変  

 

 

1874 民撰議院設立建白書 を 左院 に 

 

 

 

 

1874.2  佐賀の乱   

 

1874.4  立志社   結成(土佐) 

 

1874.5  台湾出兵   

 

1875.1   大阪会議  

 

 

1874.2  愛国社   結成(大阪) 

 

1875.4 漸次立憲政体樹立の詔  公布 

 

1875.6 新聞紙条例 、 讒謗律 公布  

 

1876.8 秩禄処分  (金禄公債証書) 

 

士族の反乱 

1876.10 敬神党の乱  (熊本) 

1876.10 秋月の乱   (福岡)  

1876.10 萩の乱    (山口) 

1877.2  西南戦争    (鹿児島) 

 

 

  

 

＜ 豪農民権 の段階＞ 

 

1877.6  立志社建白   提出 

 農民の願いである 地租軽減 も要求。  

1878.4 愛国社再興 

 

1878.7 地方三新法    公布   

    

→ 府県会 の地方政治への参加を通して  

 豪農層が国政への関心も高めました。 

1880.3 国会期成同盟   結成 

  土佐の士族の  片岡健吉    

 福島の豪農の 河
こう

野
の

広
ひろ

中
なか

   

 

 

1880.4  集会条例     発布  

 

 

 

1881.10 明治十四年の政変   

 

 → 国会開設の勅諭  公布  

1881.10 松方デフレ 始まり、農村窮乏化 

 

 

激化事件 

1882.4 板垣退助遭難  (岐阜) 

1882.12 福島事件   (熊本) 

1883.3  高田事件   (新潟) 

1884.9  加波山事件  (福岡)  

1884.10 自由党解党   

1884.12  秩父事件    (埼玉) 

 


